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【
櫻
井　

肇　

議
員
】

　

一
般
会
計
決
算
の
認
定
に

不
同
意
で
あ
る
。
新
市
に
な

っ
て
2
年
目
の
決
算
で
あ
る

が
、
地
域
経
済
の
低
下
や
将

来
に
対
す
る
不
安
が
住
民
の

意
識
に
影
を
落
と
し
、
中
心

部
と
周
辺
部
と
の
意
識
格
差

と
な
っ
て
い
る
。

　

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
病
院
へ
補

助
金
を
投
入
す
る
こ
と
は
到

底
市
民
の
理
解
を
得
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
農
業
に
対
す
る
本

市
独
自
の
農
産
物
価
格
安
定

対
策
を
行
い
、
米
・
麦
・
大

豆
の
価
格
保
障
や
水
田
の
環

1 年の成果はどう出たか ?

　

平
成
1 9
年
度
の
一
般
会

計
決
算
と
1 1
件
の
各
特
別

会
計
決
算
、
上
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額

は
4 7 6
億
2 3 8
万
9
，
6
9
9

円
で
、
歳
出
決
算
額
は
466
億

2
，
8
7
8
万
6
，
8
9
4

円
、
1 1
件
の
特
別
会
計
の
歳

入
決
算
総
額
は
3 5 5
億
4
，
3

3
0
万
7
，
0
1
8
円
で
、

歳
出
決
算
総
額
が
3 5 2
億
3
，

1
3
0
万
8
，
3
2
3
円
、

上
水
道
事
業
会
計
の
収
益
的

収
支
に
お
け
る
収
入
額
は

2 1
億
3 6 9
万
2 0
円
で
、
支

出
額
は
1 9
億
5
，
1
4
7

万
2
，
2
3
9
円
、
資
本

的
収
支
に
お
け
る
収
入
額

は
7
億
4
，
4
9
0
万
3
，

1
7
8
円
で
、
支
出
額
が
1 4

億
3
，
4
8
3
万
9
，
6
2

7
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
と
各
特

別
会
計
の
詳
し
い
歳
出
額
に

つ
き
ま
し
て
は
、
下
の
表
の

通
り
で
す
。

　

な
お
、
決
算
審
査
の
た
め

に
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委

員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑
の

内
容
は
、
8
ペ
ー

ジ

か
ら
9
ペ
ー

ジ

に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

反
対
討
論

反
対
討
論

境
保
全
を
考
慮
し
た
所
得

保
障
を
国
に
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。

平
成
19
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

条 

例

　

花
巻
市
立
小
中
学
校
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

本
条
例
改
正
は
、
平
成
2 1

年
4
月
1
日
に
外
川
目
小
学

校
を
大
迫
小
学
校
に
統
合
す

る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

 

【
櫻
井　

肇　

議
員
】

　

統
合
の
方
針
発
表
か
ら
わ

ず
か
1
年
で
統
合
と
い
う
こ

反
対
討
論

反
対
討
論

と
で
は
、
充
分
な
準
備
期
間

と
し
て
足
り
な
い
の
で
は
な

い
か
と
の
懸
念
を
感
じ
る
。

従
っ
て
、
時
期
尚
早
で
あ
る

と
考
え
こ
れ
に
反
対
す
る
。

 

【
山
影
義
一　

議
員
】

　

当
該
学
区
の
方
々
の
思
い

を
考
え
る
と
、
抵
抗
は
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
が
子
供
た
ち
の

将
来
を
考
え
大
き
な
反
対
を

し
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

1
日
も
早
く
本
案
の
と
お
り

進
め
て
ほ
し
い
。

賛
成
討
論

5 月ころから 10月末ころまで放牧され
ている肉用牛 (五輪牧野 )

　

花
巻
市
市
営
住
宅
等
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
お

よ
び
花
巻
市
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

本
条
例
改
正
は
、
市
が
設

置
す
る
住
宅
へ
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
係
る
も
の
で
、

指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
、

指
定
管
理
者
が
行
う
管
理
の

基
準
お
よ
び
業
務
の
範
囲
に

つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
す
。

　

本
条
例
は
平
成
2 1
年
4

月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

 

【
阿
部
一
男　

議
員
】

　

こ
の
議
案
に
は
寄
付
金
税

額
控
除
の
創
設
、
証
券
税
制

の
優
遇
、
そ
し
て
住
民
税
を

年
金
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
、

以
上
3
点
の
問
題
が
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
理
由

と
し
反
対
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

　

花
巻
市
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
改
正
は
、
地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

平
成
2 0
年
4
月
3 0
日
に
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
所
要

の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
寄
付
金
税
額
控

除
の
新
設
や
公
的
年
金
等
に

か
か
る
個
人
の
市
民
税
の
特

別
徴
収
の
新
設
に
伴
う
所

要
の
整
理
、
上
場
株
式
等
の

課
税
譲
渡
所
得
等
の
金
額
が

5 0 0
万
円
を
超
え
る
場
合
に

お
け
る
軽
減
税
率
の
廃
止
、

ま
た
、
平
成
2 1
年
度
ま
で
と

な
っ
て
い
た
肉
用
牛
の
売
却

に
か
か
る
市
民
税
の
所
得
割

免
除
を
、
売
却
頭
数
が
2
，

0
0
0
頭
以
内
の
場
合
、
平

 

【
照
井
明
子　

議
員
】

　

こ
の
制
度
に
移
行
す
る
こ

と
で
、
個
人
情
報
保
護
の
問

題
や
、
指
定
管
理
者
に
よ
る

家
賃
滞
納
者
へ
の
働
き
か
け

な
ど
が
発
生
す
る
懸
念
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
営
住
宅
の

直
営
の
維
持
を
求
め
る
。

反
対
討
論

外川目小学校の学習発表会 (10/19　全校生徒による合唱 )

成
2 4
年
ま
で
延
長
す
る
こ

と
な
ど
で
す
。

 

【
櫻
井　

肇　

議
員
】

　

個
人
市
民
税
を
公
的
年
金

か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
、
ま

た
、
上
場
株
式
の
譲
渡
益
、

配
当
に
係
る
改
正
な
ど
一
部

の
富
裕
層
に
対
す
る
優
遇
措

置
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

一般会計歳出決算額は466億円

◆　会計別の決算額（歳出）　◆
会 　 　 計 　 　 名

一 　 般 　 会 　 計

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

歳 出 決 算 額

国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
介 護 保 険
介 護 保 険 サ ー ビ ス 事 業
簡 易 水 道 事 業
石鳥谷東央部営農飲雑用水施設事業
国民健康保険直営診療施設勘定事業
老 人 保 健 施 設 事 業
公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業
下 水 道 事 業
農業集落排水等汚水処理事業
合 計

466億2,878万6,894円
96億8,182万2,713円
99億27万5,792円

69億7,829万3,707円
1,415万4,265円

5億2,218万1,077円
2,065万1,983円

2億4,453万6,847円
2億9,370万2,007円
7,942万3,389円

51億1,450万3,242円
23億8,176万3,301円
352億3,130万8,323円

市税条例の一部を改正
寄付金税額控除の新設など

平
成
19
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

賛
成
討
論

反
対
討
論

一般会計歳出決算額は466億円

外川目小学校を廃止
平成 2 1年 3月 3 1 日で

市
営
住
宅
に
指
定
管
理
者
導
入

市税条例の一部を改正


